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環境ニュース

千葉工業大学
工学部応用化学科
松澤秀則教授 インタビュー

の間に働いている相互作用の原因を理論的に解明したいと考

えています。たとえば水。水分子間に働く水素結合と言われ

る相互作用は、１本１本、その強さが異なります。その１本

１本の結合エネルギーを量子化学の手法を用いてコンピュー

ターで求め、パターンを分類して、定式化することを目指し

ています。下の図を見ると、ハロゲン化物イオンと２つの水

分子の間に点線の矢印が２本あります。このうち太い方が、

結合エネルギーが大きくなります。これは、系の中での水素

の移動に付随して起こる電子の移動によって生じる力（電荷

移動力）の変化が原因な

のです。電荷移動力を含

めた１本１本の水素結合

中の相互作用の理論を構

築することによって、溶

解や水和といった物質と

水との間で起こる現象を

より正確に理解出来るよ

うになります。そして、こ

の理論は、水溶液中の化学反応や溶質の物性、海水中から

の有用資源の回収や環境汚染物質の捕捉や分解などにも応

用ができるようになります。」

松澤教授の研究は物をつくり出す研究ではありません。しか

し、基本原理の研究だからこそ、その応用範囲は広いのです。

砂上の楼閣とも言える生物界
シャッター音が動物の心情とケニアの自然
環境を切り取る

カメラが好きな松澤教授は、趣味が高じてアフリカに動物

の写真を撮りに行くようになりました。

「ジャングル大帝やライオンキングの世界に憧れてケニ

ア・南アフリカ・タン

ザニアなどで動物の写

真を撮っています。愛

機 は、 ニコ ン の 一 眼

レフカメラ『Ｄ８１０』と

『Ｄ７５００』です。中々

シャッターチャンスが

訪れず、何時間も待つ

“なぜ”の探究が全ての源！　
物質の性質や分子同士の結びつきを解明する

理論化学（量子化学）を専門とする千葉工業大学の松澤秀則

教授が、自然界で起こるさまざま現象に興味・関心を持ち始

めたのは小学校低学年の頃です。当時を次のように振り返り

ます。

「アポロ１１号の月面着陸で天体と宇宙に、理科の顕微鏡を

使った授業で生物のミ

クロの世界に知的好

奇心を刺激されたの

を覚えています。高学

年になると、理科へ

の関心はますます深ま

り、赤い花は『なぜ』

赤色なのかと疑問に

思うように。正直、理屈っぽく面倒な子供だったと思います

よ。毎回、授業終わりに『なぜ』を聞いていましたからね。教

える身になると分かりますが、人にわかるように言語化する

のは難しい。ましてその相手が子供ならなおさらです。でも、

嫌な顔をせず私の我儘に付き合ってくれましたから、今の自

分がいるのも、当時の先生のおかげかもしれません」

高校を卒業後、化学系の大学に入学します。学部と修士課

程時代は、現在の研究テーマではなかったそうです。

「電子材料のもとになる有機伝導体などを合成して、その

性質を研究していました。ただ、電気伝導性のメカニズムを

解明するには、実験だけでなく、理論的なアプローチが必要

だと感じたんです」

博士課程で理論化学へ路線変更した松澤教授。それ以降、

コンピューターを用いて物質の性質や反応の解析していくこ

とになります。

「根本的なアプ

ローチは小学校の

理科の実験と変わ

りません。仮説検

証です。ただ、研

究対象と手段が違

うだけです。特に

今は、分子と分子
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のはザラ。それでも動

物に警戒されないよう、

絶妙な距離感で最高の

一枚を撮っています。最

近は厳しい自然の中で

生きていく動物たちの

姿や、家族の心とここ

ろのふれあいなどを撮

影しています。少しづつですが、動物たちの表情や仕草から

心の動きが理解できるようになってきました」

何度も同じ地域に足を運んでいると、次第に環境の変化も

敏感に察知するようになったと言います。

「毎年同じ季節に同じ場所に行っても、その年の雨の量が少

し減るだけで、食料である草の生育が悪く、草食動物の数が

減ってしまうなど、自然界が絶妙のバランスで成り立っている

ことを実感します。しかし、視点を変えると、自然界は物理

や化学の法則にしたがって変化しているだけ。たとえば台風

は、熱帯地域で海水温が高くなり上昇気流が発生し、大量の

水蒸気から雲が発達して発生します。このメカニズムは自然

界の法則に沿ったものですが、大型化した台風は時として災

害をもたらします。“なぜ”それほどまでに強い勢力の台風が

発生するのか？　海水温の異常な上昇が原因ですが、突き詰

めると我々人間が必要

以上に熱を排出してい

ることも一因になって

いるのです」

また、現在急ピッチ

でインフラ整備が進ん

でいるケニアでは、水

質汚染やゴミ処理問題

の解決が急務になっています。野生動物たちの胃の中からプ

ラスチックバッグなど人が捨てたものが見つかることがあり

ます。そこでケニア政府は、動物保護のため、昨年からプラ

スチックバッグ（コンビニの袋）の使用を全面的に禁止しまし

た。観光客による持ち込みも当然禁止されています。

「今年、私がケニアに訪れた際、明らかに以前よりプラス

チックバッグのゴミは減っており、この取り組みの効果を実

感しました。実は今回のケニア渡航のための荷造りをしていた

とき、便利なプラスチックバッグの無い状況を想像することす

ら難しく、途方に暮れてしまいました。濡れた衣類や洗面具は

どうしよう？　医薬品を入れる袋は？　衣類袋は大丈夫？　

など。全ての袋を紙や布にするため、何回も100均ショップに

通って様々な代用品を探し、また紙袋も自作しました。

私たちは日常的にプラスチックバッグやビニール袋を使用

していますが、実はそれらが無くても生活できることを、今

回のケニア渡航であらためて認識することができました。最

近は日本でもエコバッグが普及してきましたが、プラスチッ

クバッグやビニール袋の使用を禁止するところまではいきま

せん。生分解性プラスチックなどの開発も進んでいますが、

実用化にはさらなる研究が必要です。

この１０年のアフリカの経済発展はめざましく、ナイロビで

は自動車の９割が日本車です。かつては、まだ乗れるの？と

いう、いつ壊れてもおかしくないクルマが多かったのに、今

はナビ付き（日本地図なので映らないですが）の中古車が走っ

ています。同時に、動物保護区を設けて、自然や動物を守ら

なければならない。日本よりも難しい環境問題を解決しなが

ら発展するアフリカのために、自分は何が出来るのか？　動

物たちの心とこころの触れ合いを目の当たりにしながら、人

間も自然の一部であることを忘れずに、今自分ができること

を模索しています。」

人生100年時代を迎え
20年先でも通じる思考力と創造力を育みたい

松澤研究室では、学生たちに、月に一度各自の研究のテー

マについてプレゼンする機会が与えられます。そこで翌月の

発表に向け、研究の方向性を決めるのです。ゼミの学生数は

３年生を含め20名前後。ゼミを通して、学生たちに何を伝え

ようとしているのか。松澤教授はこう話します。

「私の性分でもありますが、『なぜ』の追及。その重要性を

伝えたいと考えています。というのも、科学の世界では、現

象を正しく理解したあと、次に繋げるには、どうしても原理

原則を突き止めなければならない。研究というのは、答があ

るわけではありません。実験事実や調査の結果をもとに、自

分の知識や調べたことをもとに、自分なりの新しい答えを創

ることができる創造力を身につけて欲しいですね。少しハー

ドル高いかな」

『なぜ』の追及に欠かせない武器、それが考える力です。松

澤教授は“守・破・離”のプロセスに重きを置いています。

「大学に入学すると、知識に加えて、考えるプロセスが重要

になってきます。慣れないうちは、まず私の考え方や思考プ

ロセスを伝えます。慣れてきたら、実験結果の『なぜ』を自分

で考えて説明してもらいます。こうした毎月のディスカッショ

ンを通じて、研究だけでなく、様々な場面で考えることがで

きる思考力と創造力が身につくような指導を心がけていま

す。特に、技術研究は花が咲くまでに20年から30年と長い

時間を必要とします。途中、嫌気が差したり、挫折したりす

ることもあるかもしれません。ただそれでも最終的には、20

年後の社会のニーズを読み取れる、そんな人間に育つことを

期待しています」

40代で充実した人生を迎えるには、20代である“今”をど

う生きるか。 そこが鍵を握りそうです。

　インタビューを終えて

１回のケニア旅行で鳴らすシャッター音は約4,000回。整
理するだけで１年近くかかるそうで、休日は専ら写真の編集
と写真仲間とのカメラ談義。「将来個展を開けたら」と嬉しそ
うに語りながら、これまでの写真を見せて頂きました。
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このページでは毎回、会員である大学の環境問題への取り組みを紹介していきます。

大学紹介
学校法人藤田学園は1964年に

設立され、医療系総合学園として

南愛知准看護学校に続き名古屋衛

生技術短期大学を開校しました。本

学はこれに続く1968年に名古屋保

健衛生大学として開校し、大学創

設から50年となる2018年に次の

半世紀の医学・医療のイノベーショ

ンの実現を目指し、大学名称を「藤

田保健衛生大学」から「藤田医科大

学」に変更（平成30年10月）するこ

とにしました。本学は、これまでに

医師を始め、看護師、臨床検査技

師、診療放射線技師、臨床工学技士、

理学療法士・作業療法士、医療事務職を育成し、医療従事者

を中心に多くの卒業生を送り出しています。本学の教育の特色

の一つに「アセンブリ教育」があります。これは学生全員が学部・

学校の枠を越えた共通の活動を通して、チーム医療に必要な力

を習得する独自のプログラムです。

また、本学のある豊明校地（愛知県豊明市）には全国最多の

一般病床数を有する大学病院を隣接しているほか、中川校地（愛

知県名古屋市）、七栗校地（三重県津市）にも教育病院があり、

診療とともに学生の教育の場として機能しています。さらに、

現在は2020年の開院に向けて愛知県岡崎市に新病院を建設

中です。

環境への取り組み
1974年に当時の時代背景として公害問題が重視されていた

藤田医科大学

ことから、学園創設者である故藤田啓介先生の「学園から有害

な排水が流れ出して、地域住民に被害を与えることがあっては

ならない」との意向により環境保全委員会が設立されました。

委員会には独自の予算と検査室を備え、当時の医学部衛生学、

公衆衛生学の職員が検査担当として学園排水の検査を実施しま

した。これが、現在の施設部施設管理課（環境管理担当）の始

まりです。その後、環境検査センター（計量証明登録機関）とし

て組織形態を変え飲料水検査、煙道排ガス検査、空気環境測

定など検査範囲を広げてきました。現在は、計量証明検査は外

部機関に委託していますが、それによらないものは継続して実

施しています。学内に検査機能を有することは、臨機応変に検

査対応することが可能で、検査結果から得られる異変をいち早

く察知するとともに施設管理者と連携し対応に当たることを可

能にしていると考えます。

その他に、廃棄物管理、クールビスの励行、省エネの推進

などの取り組みも行っています。特に省エネでは新技術の導入

やガスと電力のベ

ストマッチの活用

法の模索を進め

るなど、可能なこ

とを一つずつ実現

させることで環境

保全に取り組んで

います。大学3号館 アセンブリ（チーム学習の様子）

キャンパス全景
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大学紹介
1882年に創設された「東京専門学校」を前身とする早稲

田大学は、1902年、大学への昇格を機に「早稲田大学」と
改称し、今年で創立136年目となりました。創立30周年記
念式典の際に、当時の総長、大隈重信によって宣言された
早稲田大学三大教旨、「学問の独立」「学問の活用」「模範
国民の造就」は現在も本学の教育理念として脈々と受け継
がれ、権力や時勢に左右されない自主独立の精神を学んだ
校友は63万人に及びます。現在、13の学部と20の研究科
では約5万人の学生が、学習・研究は勿論のこと、学術・
文化・スポーツなどの自主的な活動に挑戦し、世界各国・
日本各地から集まった個性のぶつかり合いの中で多様な価
値観を学んでいます。

環境への取り組み
創立125周年、そして2032年に迎える150周年に向け

たそれぞれの中長期計画、「Waseda Next125」「Waseda 
Vision150」には時代を先取りしたビジョンと戦略が掲げ
られ、これまで、教職員・学生・校友が一体となって具
現化に取り組んできました。早稲田大学の建物・施設は
Visionの理念に基づいて建設されており、環境への負荷を
低減するための様々なEnvrionmental consideration（環
境配慮）が採用されています。本稿では、私立大学環境保全
協議会第35回総会・研修研究会（早稲田大学開催2019年
3月14-15日）のメイン会場である3号館ならびに見学コー
スのひとつである新設・早稲田アリーナにおける環境配慮
についてご紹介します。

【3号館】
3号館は、延床面積約30,000㎡、地上14階・地下2階で、

主に政治経済学術院の教室・研究室・図書館として利用
され、太陽の「光」と「熱」を利用した発電・空調システム
を導入し、省エネが実現されています。天井の高い１階エ
ントランス部分（写真下）は、床に冷温水パイプを設置し、
床面を冷やしたり温めたりすることで、空気の動きを作り
ます。人がいる床から2m程度のみを均一温度に維持して
います。

早稲田大学

大規模な教室には、放射天井システムを採用しています。
天井面そのものが発熱体となり、余分な熱を吸収します。
場所による温度のムラがなく自然な心地よさを体感するこ
とができ、室内設定温度を2 ～ 3℃軽減できます。

【早稲田アリーナ】
2018年12月、

多機能型スポーツ
施設「早稲田アリー
ナ」が竣工されます。
早稲田アリーナに
は、地下のアリー
ナの他に、早稲田
スポーツミュージア
ム、ラーニングコ

モンズなども併設され、大隈記念講堂に並んで本学を代表
する施設となります。

早稲田アリーナは、建物ボリュームの大半が地下に配置
されるという特性を最大に活かし、地熱を利用した空調シス
テムや雨水の循環システム、さらには太陽光発電システム等
を組み合わせ「Super Low Emission  Building」「Zero 
Energy Arena」すなわち「設備の力に頼らなくても、快適
な環境が得られる建築・設備」を環境目標としています。具
体的には、外部から受ける空調負荷は、建物の地中化・屋
上緑化によって低減し、蓄熱槽を利用した高効率空調機・
バックアップチラー・
LED照明・センサーに
よる調光などで内部発
熱 を抑えます。また、
地熱冷房・自然採光・
自然通風・雨水の屋上
緑化散水など自然エネ
ルギーをふんだんに利
用し、さらには太陽光
発電によって少エネを実現します。見学ツアーの沢山のご
参加をお待ちしております。
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アネス株式会社
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株式会社 ダルトンメンテナンス 

そのドラフト、安全に使用できてますか？
 ドラフトチャンバー等は、年に1度、自主検査が法令で定められています。

【取扱機器】
　（他社製品歓迎）

【取扱案件】

当たり前のことがなかなか進まない現状に、
お困りの方が多くいらっしゃるというお話をお
聞きします。

数少ないメンテナンス専門会社として、多くの
知識と経験を元にしたご提案やご協力をさせて
頂ければと考えております。

弊社内に労働衛生コンサルタントもおりますの
で、支援させていただけることも多いかと思い
ます。

気になる点、ご質問等ございましたらお気軽
に最寄りの弊社営業所へご連絡ください。

関連法規

有機溶剤中毒予防規則  第20条及び第21条

特定化学物質障害予防規則 第30条及び第32条

・ドラフトチャンバー各種 ・スクラバー等

・活性炭ユニット等 ・クリーンベンチ

・バイオハザード対策用キャビネット ・恒温恒湿室

・メンテナンス全般　　・自主検査代行

・作業環境測定支援

・局所排気装置等にまつわる問題解決や不具合調査及び評価

・局所排気装置関係の使用方法等レクチャー ・各種セミナー

ダルトンサイクル
ダルトングループでは販売した商品に対して、売って終わりではなく、メン

テナンスを通じ、より良い状態でより長く使用していただきたいと考えておりま

す。メンテナンスを続けることで、お客様にご満足して頂き、また、新しい

商品をご購入して頂く。それを弊社ではダルトンサイクルとよんでおります。

株式会社　ダルトンメンテナンス
ホームページ

http://www.dalton-maintenance.co.jp/

お問い合わせ先

maintenance@dalton.co.jp

東　京 〒 104-0045　東京都中央区築地 5-6-10
 浜離宮パークサイドプレイス 15階
 TEL　03-5148-8615 FAX　03-5148-8617

仙　台 〒 980-0811　宮城県仙台市青葉区一番町 4-6-1
 仙台第一生命タワービル　19階
 TEL　022-204-5763 FAX　022-217-7261

名古屋 〒 460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内 1-16-4
 BPRプレイス名古屋丸の内　5階
 TEL　052-209-6554 FAX　052-209-6584

大　阪 〒 541-0053　大阪府大阪市中央区本町 1-8-12
 オーク堺筋本町ビル　5階
 TEL　06-6268-8777 FAX　06-6268-8778

広　島 〒 732-0824　広島県広島市南区的場町 1-2-21
 広島第一生命OSビル　12階
 TEL　082-568-4503 FAX　082-261-7170

九　州 〒 812-0011　福岡県福岡市博多区博多駅前 3-19-5
 博多石川ビル　7階
 TEL　092-411-2880 FAX　092-431-6580

■ 営業所一覧



事 務 局 だ よ り

第33回夏期研修研究会は立命館大学で開催します。（2019年8月8日(木) 9日(金)を予定）
海外研修会（2019年8月28日（水）～31日(土)韓国）へのご参加お申込みもお待ちしております。

第35回	総会・研修研究会ご案内

【日　時】 
２０１９年３月１４日（木） 13:00～13:30 総会
  13:40～17:20 研修研究会
  17:30～19:00 情報交換会
　　　　３月１５日（金）   9:00～12:30 研修研究会
  13:30～14:30 キャンパス見学会
【会　場】 
早稲田大学　早稲田キャンパス
〒169-8050 東京都新宿区西早稲田１－６－１
TEL 03-5286-3089（環境保全センター）

【プログラム】

《総　会》　 ３月１４日（木） 13:00～13:30
 会場：３号館５階５０１教室
○議　事 2018年度活動・決算報告・新会員紹介等
 2019年度活動計画・予算・次期役員審議等
○挨　拶 私立大学環境保全協議会会長

《研修研究会》
 [第１日目] ３月１４日（木） 13:40～17:20
　  会場：３号館５階５０１教室

１．開会挨拶　　　　 13:40～13:50
 私立大学環境保全協議会会長
２．開催校挨拶　　　　 13:50～14:00
 早稲田大学副総長　　　　 　　 　　
３．特別講演　　　　 14:00～14:50 

   早稲田大学理工学術院創造理工学部環境資源工学科教授 大河内　博
 「ガイア（生きている地球）の健康診断」

休憩(5分)

４．研修講演　　　　 14:55～15:45
慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授 蟹江　憲史

 「ＳＤＧｓ実施へ向けた大学の役割と取組」

デモ展示見学会・休　憩（20分）

５．グループ討議１　　 16:05～17:20
 会場：３号館６、７階各教室（当日ご案内）
細分化したテーマ（３グループ）から１つを選択してください。

	Ⅰ　教育と連携　　Ⅱ　化学物質　　Ⅲ　施設・設備

　　　　　　　　　　　移　動（10分）

＜情報交換会　17:30～19:00 　会場：大隈ガーデンハウス＞

[第２日目]  ３月１５日（金）  9:00～12:30

１．グループ討議２ 9:00～11:10
　　　　　　会場：３号館６、７階各教室

休　憩・移　動（20分）

　　　　　　会場：３号館５階５０１教室

2. 話題提供  11:30～12:20
 早稲田大学総務部環境安全担当課長　 細井　肇
 早稲田大学総務部総務課　　　　　　　　 大石　勇人
　　　　　　　　　　　　　　　　　  殿岡　秀斗

「早稲田大学におけるリスクマネジメントと『早稲田大学ＢＣＰ』
構築について」

３．閉会挨拶  12:20～12:30
　　　私立大学環境保全協議会副会長

今年の夏、日本列島は35℃を超える猛暑日が続き、多くの人が

熱中症で病院に救急搬送された。ノルウェー北部の北極圏でも史

上最高の33.5℃を記録。グリーンランド東部の巨大氷河に亀裂

が発生し、その崩落は巨大津波を引き起こす恐れがあるとの報道

も流れた。世界気象機関（ＷＭＯ）は、これらの異常気象は地球温

暖化がもたらしていると指摘する。

地球温暖化についてのさまざまな議論はあるが、ＩＰＣＣの第4次

報告書では、大気中の温室効果ガスの増大を指摘している。他に、

太陽活動などの自然現象もあるが、人類が取り組むことができる

唯一の方策は、温室効果ガスの排出を抑制することである。

かつて、「経済成長なくして環境保全などは考えられない」とい

う考え方が優先される時代があった。やがて、地球環境に異変が

生じ、このままではまずいとの危機感が生まれた。そして、「豊か

な自然環境が保たれなければ経済成長は持続しない」という考え

方へとパラダイムシフトが起こるやに見えた。

しかし、アメリカ経済を優先するトランプ大統領は、ＣＯＰ21で

採択された「パリ協定」からの離脱を宣言。パリ協定は温暖化対

策の新しい枠組みを定めるもので、わずか1年足らずで採択から

発効に至った。我国ではアベノミクスを掲げる政権の誕生後、環

境政策は大きく後退した。パリ協定の批准を後回しにした日本に

対する世界の見る目は厳しかった。ＣＯＰ3での「京都議定書」の

作成に奔走した環境先進国・日本の面目は丸つぶれとなる。

「私立大学環境保全協議会」に加盟する大学においては、この

ような消極的な日本の環境政策をよしとしない若者を育てるこ

とが急務である。年２回の研究研修会で環境教育のあり方を討

議する際、このような視点を取り入れていただきたい。世界の

異常気象の鎮静化に貢献するような国作りを担う若者を育てな

ければならない。猛暑、豪雨が少しでも軽減されることを切に

願う。

私立大学環境保全協議会顧問　野上　祐作

（岡山理科大学名誉教授）
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